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昭和49:<手

施
設
に
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

簡
易
マ
ザ

l
ズ
ホ

i
ム
が
殺

人
綴
栓
セ
ン
タ

i
つ
っ
と
渡
市
内

に
公
る
十
一

R
二
十
吟
日
オ
ー

プ
ン
い
た

t
ま
し
た
。

こ
の
総
数
は
‘
倒
見
渡
縞
祉
事

象
的
一
機
と
し
て
、
幽
倒
神
薄
弱

死
や
仲
間
体
不
検
出
悶
凶
ル
を
対
象
に

ゑ
山
市
指
導
、
制
訓
練
、
保
誘
導
を

行
な
う
通
殴
施
設
で
す
e

滋
賀
十
近
名
の
よ
ヤ
却
助
機
な
総

数
で
す
が
、
感
下
で
十
番
目
に

絞
殺
害
れ
た
も
円
で
す
。

夜
十
税
、
十
お
(
男
子
七
名
・

女
子
一
一
一
名
)
的
兇
獲
を
お
あ
ず

か
り
し
、
毎
日
楽
し
い
然
資
括
的

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
金

ニ
的
鰐
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム

川
汽
倹
品
輸
上
的
名
称
で
あ
号
、

泌
総
あ
る
い
は
愛
称
が
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

そ
こ
明
、
市
市
川
伸
、
心
身
時
開
筈
児

盛題豊

の
み
を
さ
ん
的
紛
途
に
、
よ
守

一
層
明
る
い
愛
の
品
ん
が
き
し
ニ

む
よ
う
に
と
い
う
緩
い
を
こ
め

て
、
内
体
〈
病
問
氏
丹
み
な
き
ん
に

名
前
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

的
と
お
り
で

す
の
で
多
数
的
方
々
の
ご
協
力

を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
a

V
名
曲
聞
の
つ
け
方

0
0
0閣
と
い
う
よ
う
に

V
締
切
り
ヨ

ナ
ニ
汚
二
十
八
忌
ま
で

V
銭
{
開
摘
)
発

。
老
人
議
後
セ
ン
タ
つ
つ
じ

殺計明被明内線

市ザ拙附命…
J

ハハ
UM
七
番
地

ま
と
は
市
役
所
側
帯
魚
議
あ
る
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東あびヰ保青騒が才一ブン

東税隷子製から徒歩3分

で

長
拭

市
閉

山
内
刈

九一ムホ

リ

山

ズ

必滞
1

m

o
帽
子

総
寸

を
一

長
一

成なカやすい
は
品
中
丸
山
附
へ

V
応
募
方
淡

持
出
会
除
、
氏
名
、
年
鮎
剛
、
品
川
部

数
索
、
哩
屯
銘
祷
号
を
附
川
和
仙
の

う
え
薬
時
習
も
し
く
は
機
滋
で

ご
山
む
悦
郡
く
村
九
%
、
い
。

V

表
彰

同
時
間
刑
さ
れ
た
方
に
は
、
市
長

よ
ワ
記
念
品
が
酬
附
門
削
減
苔
れ
ま

す。

東
あ
び
こ
開
附
嚇
符
閥
闘
が
去
る
十

一
一
月
一
一
一
自
に
総
務
し
ま
し
た
。

施
設
的
幾
儲
聞
は
‘
齢
帆
帥
胤
…
千

三
百
一
一
十
三
割
T
カ
メ
ト
ル
内

ゃ
に
来
高
問
時
町
三
校
約
十
八
平
方

メ
ー
ト
ル
の
軽
量
鉄
骨
波
平
策

協
鵠
が
完
成
し
ま
し
た
。

問
削
絞
め
収
容
定
数
品
六
十
名

で
.
附
間
後
以
下
七
名
舟
保
母
と

剤
耐
球
的
な
ど
間
同
名
的
綾
時
同
が
同
開

脊
事
業
を
{
付
金
コ
て
い
ま
す
c

天
王
台
号
布
地
我
滋
子
仙
期
限
に

は
施
設
が
な
か
っ
た
た
め
‘
ご

不
後
を
お
か
け
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
媛
、
小
池
悦
削
州
各
ん

〈
ア
ヶ
一
戸
一
一
七
七
番
地
)
の
ご

位
制
緩
い
い
よ
り
誕
生
し
た
も
円
で

t'ぬ
W
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樹園官

名目r; 議事

つ

1 EI・16誌発行番手持

つ
つ
じ
荘
へ
は
帯
用
パ
ス
で

(2) 

つ
つ
じ
荘
辻
、
公
る
十
一
月

十
八
詩
的
オ
ー
プ
ン
以
来
、
お

棺
や
得
り
の
み
な
さ
ん
は
も
と
よ

り
広
〈
市
終
的
方
々
に
ど
料
隅
明

い
た
だ
い
て
お
リ
ま
す
が
、
交

通
ハ
二
小
便
し
と
い
う
点
で
利
用

者
的
M
M
み
の
径
に
な
っ
て
い
ま

こ
の
た
び
つ
つ
じ
遂
を
よ
り

多
〈
科
病
し
て
い
た
だ
く
た
め

送
迎
パ
ス
的
巡
行
を
次
め
と
お

り
総
出
追
い
た
し
ま
し
た
。

wv
定
臨
時
滋
出
掛

。
判
州
北
駅
北
口
↓
つ
つ
じ
海

ト
時
吋
一
一
卜
五
分
発

十
二
時

0
0分間知

ト
一
時
二
一
十
分
発

ト
一
一
時
十
分
発

。
つ
っ
と
運
!
管
制
問
北
開
肌
北

u

十附門跡吋
0
0
分
発

十
四
時
三
卜
分
散
均

十
五
時
0
0
分
発

十
五
時
三
十
分
捻

十
六
時
吋
0
0分
発

常
務
刻
滋
議

開
別
枠
(
…
…
十
人
依
)
柄
引
申
込

み
の
場
合
司
制
品
市
中
内
線
合
的

つ
〈
開
制
り
、
線
開
制
?
イ
ク
訟

パ
ス
で
機
体
的
集
会
総
夜
間
関

を
送
迎
い
た
し
ま
す
窃

申
込
み
は
つ
つ
ヒ
荘
〈
後
日
制

八
八

!
O
一

一

へ

つ
じ
荘

港人領後センター
つ つ じ 強 行 者 欝 予 定褒

12s (後半} 電話(88)0123・

通

襲撃会付大広間で担軽しいひととき幸どうぞ

お
草
生
叫
り
の
み
合
さ
ん
の
吋
い

こ
い
の
崎
明
L

老
人
一
線
枇
セ
ン
タ

ー
つ
っ
と
荘
は
、
会
る
十
一
汚

七
円
河
内
滋
人
一
磁
祉
大
会
と
十
一

月
ム
ナ
一
司
か
ら
近
日
開
問
に
わ
た

っ
て
行
な
わ
れ
た
敬
老
の
緩
い

が
綴
火
に
間
開
催
各
札
、
つ
い
に

十
一
月
十
八
践
に
オ

i
ブ
ン
い

た
し
ま
し
た
e

連
君
、
市
開
問
め
み
な
さ
ん
に

お
い
ぞ
い
た
だ
き
、
殺
し
い
ひ

と
と
き
を
お
漁
し
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

つ
っ
と
荘
で
は
、
舞
会
つ
主

的
大
広
織
を
は
と
め
、
附
期
務
、

が
仲
問
後
(
無
料
)
し
て
お
り
ま
す
z

思
ば
で
お
ゆ
み
み
の
節
は
‘

集
会
柏
崎
へ
謝
静
岡
崎
マ
イ

7
ロ
パ
ス

が
お
迎
え
に
ま
い
ワ
ま
す
。

つ
つ
じ
計
棋
の
十
二
時
け
の
一
行
事

予
定
法
別
表
め
と
お
守
で
す
。

み
な
事
ん
、
ど
う
ぞ
ご
気
鋭

に
移
加
〈
だ
き
い
e

ト
二
月
二
十
六
百
円
削
問
緑
、

将
然
大
会
は
つ
つ
ヒ
泌
が
主
催

で
す
の
で

rな
た
も

ae留
に
参

加
仙
、
母
、
入
賞
者
に
は
そ
れ
ぞ

れ
賞
ロ
聞
が
で
ま
ず
a

参
加
品
開
談
者
H

弘
、
十
二
月
二

十
三
日
ま
で
に
つ
つ
じ
荘
へ
お

取
は
ぬ
み
く
だ
き
い
。

十
二
月
二
十
閲
日
的
幾
康
相
相

談
は
後
四
知
子
中
央
病
駁
脱
税
(
酬
明

総
隊
)
が
行
な
う
…
ゆ
必
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
、
料
開
淡
を

品
川
付
絵
撲
で
開
明
る
い
鯵
慢
を
お

過
し
く
だ
尊
い
。

つ
つ
じ
荘
教
養
護
へ

図
書
の
ご
寄
贈
を

つ
っ
と
蕊
に
は
、
お
年
寄
り

の
み
な
吾
ん
に
読
書
を
縦
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
教
義
釜
を
設

け
ま
し
た
が
、
回
開
分
に
も
鮮
明
細
制

し
た
ば
か
り
で
す
め
で
関
惑
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

動
仏
説
館
内
識
に
文
臨
却
を
作
り
た
い

と
考
え
て
…
い
ま
す
何
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
川
家
患
で
暴
行
本
、
協
穂

村
時
絡
の
ご
揖
同
腕
糊
で
き
る
も
の
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
級
協
同
川
い

ま
せ
ん
の
で
ご
協
カ
〈
だ
き
い
。

日
祖
先
は
次
的
場
所
で
す
が
、

ど
…
総
く
だ
き
れ
ば
総
長
が
参

上
い
た
し
ま
す
考

V
銭
入
総
詮
セ
ン
タ
ー
つ
つ
ヒ

背
担
(
山
中
隊
ス
ム
ハ

O
七
電
磁
場
八

八
i
O
一一一一…一〉

四

v
市
役
所
惨
殺
剤
師
(
電
議
λ
一…

1
一
一
五
一
)

v
t
m役
所
各
中
丸
一
助
お
よ
び
閥
抗
行

絞
油
鳩
務
所

理耳主事iまIfl晶

毎
年
一
月
一
続
税
在
で
曲
株
数

委
闘
民
会
後
発
的
選
挙
人
名
総
登

載
の
た
め
の
総
統
骨
慣
を
叩
提
出
し

て
い
た
だ
い
て
お
ワ
ま
す
e

名
簿
登
裁
は
終
教
授
賞
の
選

挙
に
使
う
惜
敗
幾
な
も
司
て
地
且

綾
城
誠
伸
明
は
次
の
と
お
号
で
す
。

申
鵠
蛸
岡
町
級
以
幾
家
組
組
合
疑
者

滋
し
て
お
配
り
し
ま
す
が
、
認

か
な
い
場
合
は
幾
議
委
員
会
務

務
潟
へ
ご
議
絡
〈
だ
幸
い
。

取
組
婦
世
帯
は
、
仲
間
意
事
項
に
従

鹿
業
費
調
A

誌
の
選
準
人
名
簿
聾
載

申
競
は
一
月
十
日
ま
で

フ
て
記
入
し
、
一
月
十
日
ま
寸

に
縫
製
組
合
長
に
同
時
織
し
亡
く

村
山
き
い
。

V
出
R
曲
情

昭
和
三
十
年
附
問
符
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
本
市
災
仲
問
的
か
で

十
ア
ー
ル
以
上
町
縫
柏
崎
に
耕
作

的
業
務
を
品
約
む
方
、
ま
た
は
そ

の
間
際
的
親
族
も
し
く
は
そ
町

総
偶
者
で
学
問
約
六
十
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
身
。

一
蝋
融
業
委
回
科
会
〉

『
我
が
家
の
踏
出
xh

市
民
が
番
く
甫
民
の
歴
史者

募
集

夏
に
ひ
き
つ
づ
き
市
組
内
向
緩

州
院
を
発
欄
す
る
が
と
つ
と
し
て

寸
我
が
家
内
勝
由
民
L

募
位
棋
を
お

こ
な
い
ま
す
J

わ
が
欲
や
縫
父

母
b

父
母
的
機
殺
を
た
ど
る
こ

と
で
機
絞
め
生
活
を
と
ち
え
な

お
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

構
図
は
小
中
学
生
か
ら
多
〈
の

伶
約
聞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
e

今

回出
H
M

一
紋
常
m
M
目
的
方
々
の
作
品

を
州
刑
怖
刊
し
ま
す
e

主
題1

わ
が
家
的
奴
由
民

2
叫
龍
父
録
・
父
母
丹
田
担
由
民

$
わ
た
し
の
務
由
民

後
き間

関
潟
市
十
諮
問
相
続
開
m
紙
二
十
枚

以
内

研
究
的
方
沖
拭

由
同
市
問
。
聞
き
取
り
を
中
心
に

し
て
、
そ
の
総
一
戸
時
怖
や
綴
小
山

州
戦
な
ど
を
礼
用
し
、
具
体
的

に
響
い
て
ド
き
い
。

締
紛
糾
ソ

昭
和
明
況
ト
年
一
月
求
n口

応
募
先

我
孫
子
治
相
判
孫
子
一
八
五
人

災
糸
子
市
教
育
委
災
会
前
市
民

総世帯門主

そ
の
仙
附

作
品
問
汲
い
そ
め
飽
に
つ
い

て
は
泌
総
に
準
と
ま
す
。
不

問
時
点
は
教
鳴
門
惜
別
脱
会
宮
市
史

編
纂
慾
へ
〈
古
市
由
民
編
築
後
〉

&濁細管
A
混
濁

TEE-Ta
震g
e
a謂
v
a
a
Z
鍾一ava--zzu克
容
A
駕
ga察
弓

Z
一圭一圏一
γ-a
震考ゑ婦
azg認
書

-aEg--ER--
一鍾す

意
。

μ
9
m》

ザ
持
直
線
祥
さ
ん
〈
訴
判
判
官
三
一
一
七

均
九
〉
か
ら
や
央
公
闘
は
帥
附
に
宮

市
中
縁
台
一
ム
討
の
野
村
が
あ

り
ま
し
た
。
ぃ
平
幼
時
講
銭
円
い
州
出

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
匂

V

建
白
血
、
中
じ
い
宰
ん
(
湖
北
お

内
小
山
内
〕
か
ら
…
官
n
m門
的
寄

付
が
あ
冷
ま
し
た
的
福
祉
就
に

後
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
，

軍
総
am彩
太
部
・
よ
怒
A
O
ん(市塙

京
都
新
・
泌
総
後
仲
間
前
叫
九
得
減
)

か
ら
、
制
問
故
事
業
に
と
ー
一

万
円
の
得
付
が
あ
り
ま
し
た
自

存
効
け
い
終
わ
せ
て
い
た
だ
き

広報は新年号(1月 1日号)から新聞訴込みです
く折込まれる鯛は、朝日新聞 サンケイ新関 東京蛾薪額〉お時取りになつていない方方.は

箆本締;済斉薪簡.毎毘新鵠.読弗新関の 6紙です。/企瞬諜までご一報下さい。
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&醐rJ 議

台
所
は

火

昭
和
四
十
七
年
二
月
町
医
療

費
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
引
上
げ

に
続
き
、
特
に
今
年
は
二
月
・

十
月
町
二
回
、
合
せ
て
三
十
六
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
大
幅
な
引

上
げ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
国
保
円
台
所
は

ま
す
ま
す
苦
し
〈
な
っ
て
き
て

表{ー)

年度別総医療費の推移
億円

458，172子円

373，258子円

て
く
だ
さ
い

O

A
我
孫
子
第
一
小
学
校

一
月
二
十
四
日

A
我
孫
子
第
二
小
学
校

一
月
十
六
日

血
我
孫
子
第
三
小
学
校

一
月
十
四
日

血
我
孫
子
第
四
小
学
校

一
月
二
十
三
日

A
湖
北
小
学
校

一
月
二
十
二
日

4
布
佐
小
学
校

一
月
二
十
一

B

A
湖
北
台
西
小
学
校

一
月
二
十
八
日

A
高
野
山
小
学
校

一
月
二
十
四
日
第
一
小
学

校
で
行
い
ま
す
。

全
校
受
付
時
間
は
午
後
一
時

か
ら
で
す
。

血
お
間
合
戸
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

A

電

話(
八
八
)
一
一
五
一
的

の

車

お
り
ま
す
。

こ
の
実
情
を
、
ご
賢
察
の
う

え
、
国
保
税
同
納
税
は
、
納
期

限
内
に
必
ず
納
付
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど

ん
な
ご
相
談
で
も
お
受
け
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出

2曲，四9千円
/ 

2回.801千円

表(ニ)

年度別受診件数の推移
万件

9 

48年度47 46 45 

な
お
、
該
当
者
向
保
護
者
あ

て
に
、
教
育
委
員
会
か
ら
一
月

表(三)

医療費と保険税の一世犠当り金額

万円

6 医療費(市支払胡)

54，395円
/ 
47，887PI 

か
け
く
だ
さ
い
。(

国
保
年
金
課
)

59，539件

上
旬
に
通
知
を
発
送
す
る
予
定

で
す
。

V
お
問
合
せ

校
教
育
課

一
五
一

高
野
山
小
学
校
新
設
に
伴
う

保

護

者

会

の

開

催

師，073件

/ 
78，5641jド

/ 
70，800件

削
附

③
東
側
・
国
鉄
常
磐
線
と
成

回
線
の
問
で
、
大
字
柴
崎
・

字
金
久
保
と
字
浅
野
谷
西
側

国
鉄
成
回
線
と
県
道
我
孫

子
|
佐
原
線
の
聞
で
天
王
台

駅
前
通
り
の
西
側

県
道
我
孫
子
佐
原
線
的

南
で
大
字
高
野
山
、
字
率
火

保
五
一
四
番
地
・
五
一
七
番

地
・
四
四
九
番
地
の
西
側

④
南
側
-
t
i
-
-
高
野
山
新
回
全
域

教
育
委
員
会
学

電
話
八
二

i

一
39.628円

保蹟醍

ノ〆〆 26，0百円

~22， 053円

-- l7.5四円16，757円

来
年
度
四
月
間
校
予
定
の
我

孫
子
市
立
高
野
山
小
学
校
内
学

区
が
き
ま
り
ま
し
た
。

学
区
内
に
お
住
ま
い
の
保
護

者
向
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

V
日
時
昭
和
五
十
年
一
月
二

十
一
日
午
前
十
時
か
ら

V
場
所
我
孫
子
第
一
小
学
校

軍
学
区
泉
台
(
大
字
我
孫
子
)
、

高
野
山
、
高
野
山
新
岡
、
柴

崎
町
一
部
、
下
ヶ
戸
内
一
部
、

寿
二
丁
目
町
一
部

V
学
区
説
明

①
西
側
・
iz--
県
道
船
僑
|
取
手

線
町
東
側
附

②
北
側

i
i国
鉄
常
磐
線
内
南

34，742P:j 

4 

保
険
税
の
納
入
は
被
保
険

者
向
義
務
で
す
。
か
な
ら
ず

納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

r「三寸九五7

45 46 47 48卒度

48年度47 46 45 

優
良
唐
舗
お
よ
び

永
年
勤
続
者
を
表
彰

市
は
、
商
工
会
と
の
共
催
に

よ
る
優
良
底
舗
表
彰
と
、
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
従
業
貝
を
対

象
と
し
た
永
年
勤
続
表
彰
を
行

な
い
ま
し
た
。

本
市
町
商
工
業
を
振
興
す
る

た
め
特
に
創
意
工
夫
を
、
了
り
し

て
経
営
さ
れ
て
い
る
業
者
を
対

象
と
し
た
も
の
で
、
毎
年
一
回

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

O
四
十
年
勤
続
表
彰
者

篠
崎
製
綿
工
業
所
関
谷
正

男
氏

O
二
十
五
年
勤
続
表
彰
者

長
谷
川
菓
子
唐
渡
辺
友
衛

氏
O
二
十
年
勤
続
表
彰
者

岡
田
商
宿
岡
田
勝
美
氏

山
崎
精
米
所
武
藤
修
氏

側
浅
野
運
送
木
川
昭
氏

山
本
書
宿
高
橋
簿
氏

菊
屋
大
木
モ
ト
氏

こ
の
他
、
十
五
年
は
五
名
、

十
年
は
三
十
四
名
、
五
年
は
三

十
四
名
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

O
市
長
賞

春
日
ヤ
沼
市
出

O
千
葉
県
商
工
会
連
合
会
長
賞

落
合
写
真
舘

山
田
屋
精
肉
庖

O
我
弟
子
市
商
工
会
長
賞

う
だ
川

寺
島
商
府

(
経
済
振
興
課
)

農
振
整
備
計
画
書
の

知

事

認

可

お

り

る

農
業
振
興
地
域
整
備
に
関
す

る
法
律
(
農
振
法
)
に
基
づ
く

ー
我
孫
子
市
農
業
振
興
地
域
整

備
計
図
書
」
が
、
昭
和
四
十
九

年
十
一
月
八
日
付
け
で
、
千
葉

県
知
事
認
可
が
お
り
ま
し
た
。

寸
農
娠
整
備
計
図
書
L

と
は
、

土
地
利
用
計
画
(
線
引
き
)
に

つ
い
て
縦
覧
、
異
議
申
出
期
間

等
(
す
で
に
終
わ
り
ま
し
た
)

を
へ
て
決
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
線
引
き
さ
れ
た
農
用
地
が
、

将
来
ど
の
よ
う
な
方
向
で
計
廊

繋
僻
さ
れ
て
い
く
か
と
い
う
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
(
基
本
計
画
)

を
定
め
た
も
円
で
す
。

「
農
振
聾
備
計
画
書
」
町
公

血
口
…
縦
覧
を
十
一
月
二
十
五
か
ら

行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

ら
ん
下
さ
い
。

場
所
は
、
経
済
振
興
課
で
、

平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
、

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
前
十
二
時
ま
で
で
す
。

(
経
済
振
興
課
)

7

7

さ
ん
卓
球
教
室
を
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

V
日
時
昭
和
五
十
年
一
月
十

七
日
・
二
十
四
日
・
二
月
七

日
・
十
四
日
・
二
十
一
日
・

三
月
七
日
・
十
四
日
二
十

八
日
(
午
前
十
時
か
ら
十
二

時
)

V
場
所
我
孫
子
市
中
央
公
民

館
体
育
ホ

i
ル

V
定
員
二
十
名

V
用
意
す
る
妨
ラ
ケ
ッ
ト

V
指
導
我
孫
子
市
卓
球
連
関

V
受
付
昭
和
五
十
年
一
月
十

日
午
前
十
時
か
ら
(
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り

V
申
込
先
我
孫
子
市
我
孫
子

新
回
コ
一
四
番
我
孫
子
市
中

央
公
民
抽
出

年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

お
酒
を
や
め
た
い
と
思
い
な

が
ら
、
つ
い
一
杯
。
な
か
な
か

や
め
ら
れ
な
い
の
も
お
酒
で
す
。

断
酒
し
た
い
人
、
さ
せ
た
い

人
の
た
め
に
、
十
二
月
に
初
め

て
の
会
合
が
開
か
れ
ま
す
。

千
葉
県
断
酒
新
生
会
、
酒
害

相
談
部
長
小
沢
正
夫
氏
が
、
相

談
を
受
け
ま
す
。

断
酒
し
た
い
方
、
さ
せ
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
せ
は
、
保
健
課
へ

安

売

日

新
た
に
参
加
し
た
唐

市
は
各
組
合
と
協
議
し
て
、

野
菜
・
肉
・
魚
町
三
品
の
安
売

日
を
月
一
一
凶
行
な
っ
て
ま
す
。

精
肉
業
の
部
へ
新
た
に
天
王

台
7

l

ト
精
肉
部
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
十
二
月
一
日
号
三
函

鳥
海
本
賠
売
場
を
鳥
海
支
宿
場

に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
経
済
振
興
課
)

精
神
障
害
者
の

家
族
は
家
族
会
へ

柏
保
健
所
管
内
の
精
神
障
害

者
家
族
会
で
は
、
治
療
上
に
関

す
る
多
〈
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
を
、
お
待
ち
の

家
族
は
、
家
族
会
に
入
会
し
、

協
力
し
て
、
精
神
障
害
者
向
求

消
に
あ
た
り
ま
し
ょ
う
。

申
込
は
、
柏
市
柏
二
五
五
柏

保
健
所
内
家
族
会
(
六
七
)

二
五
五

前
号
十
二
月
一
日
号
第
潤
百

七
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
円

で
、
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第
三
面
「
土
地
取
引
に
許
可
・

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
い
の

槻
で
、
上
か
ら
七
段
目
に
市
街

化
区
域
二

O
O
阿
以
上
を
:
士
巾

街
化
区
域
ニ

0
0
0
げ
以
上
に

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

郷
土
の
カ
ル
タ
を

作
り
ま
し
ょ
う

私
た
ち
の
住
む
我
孫
子
は
、

古
い
膝
史
の
あ
る
ま
ち
で
す
。

そ
の
薗
影
を
し
の
ぶ
た
め
に
、

我
孫
子
町
今
昔
を
カ
ル
タ
に
残

し
ま
し
ょ
う
。

V
応
募
資
格
市
内
在
住
町
方

V
応
募
規
定
ハ
ガ
キ
一
枚
に

一
首
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

職
業
(
学
生
は
学
校
名
)
を

明
記

V
題
材
物
産
・
祭
行
事
・
風

俗
・
名
称
、
史
吟
昔
ど
郷
土

に
ち
な
ん
だ
も
円
(
応
募
枚

数
に
制
限
な
し
)

Ev
締
切
昭
和
五
十
年
一
月
十

五
日

V
送
り
先
我
孫
子
市
我
孫
子

新
田
三
四
番
地
、
我
孫
子
市

中
央
公
民
館
内
「
郷
王
研
究

会
」
八
一
一

l
O五
一
五

な
お
採
用
円
分
に
は
、
謝
礼

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

(
中
央
公
民
館
)

962 
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(4) 

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
総
発

火
災
や
、
不
完
全
燃
焼
に
よ
る

一
機
作
品
跡
的
緩
や
絡
が
、
い
時
日
の

よ
う
に
畑
地
っ
て
い
ま
す
。

次
的
事
に
注
意
し
て
、
ず
ス

は
正
し
く
抽
出
い
ま
し
ょ
う
e

T
安
全
な
抽
出
い
労

。
泌
総
や
ガ
ス
韓
同
呉
と
ゴ
ム
ホ

ー
ス
と
の
接
続
は
、
師
陣
蜘
散
に

ホ
ー
ス
パ
ン
ド
で
蹴
糊
め
ま
し

ょ
A
r
6

。
俊
っ
て
い
な
い
元
稔
辻
、
ゴ

ム
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
、
ホ
ー

ス
パ
ン
ド
で
緩
め
ま
し
ょ
う
。

O

ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
、
で
き
る
だ

け
縦
か
く
し
、
さ
ら
に
が
ス

器
具
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
1ν

ょ、ヲ
e

。
ガ
ス
肌
静
岡
州
安
緩
う
脇
町
片
山
、
換

気
に
充
分
き
を
つ
け
ま
し
ょ

む
附
料
品
が
ま
や
、
大
刷
出
倒
閣
品
開
閉
瀞

に
は
、
か
を
ら
ず
紬
排
気
熔
在
、

た
き
間
的
上
で
に
は
、
換
気

孔
を
設
け
て
、
完
全
燃
焼
す

水
道
工
事
は

市
の
指
定
工
事
脂
ヘ

田園曹

弘明r; 高

例
第
十
一
日
条
〉

水
滋
添
市
ゅ
は
、
か
な
ら
ず
、

品
市
機
的
品
工
事
総
に
ご
依
頼
下
事

{
水
滋
蛸
州
)

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
安
全
に
使
う
た
め
に

。
点
火
的
総
に
は
、
車
ス
も
れ

が
な
い
か
絞
め
ま
し
ょ
う
。

。
ガ
ス
務
自
棋
に
点
火
し
た
時
吋
は
も

蕩
火
し
た
か
ど
う
か
織
か
め
、

不
完
全
燃
焼
し
て
い
な
い
か

後
澄
し
ま
し
ょ
う
。

o
f
ス
附
帯
具
を
使
用
し
て
い
る

時
時
件
伸
、
外
出
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

年
米
年
始
を
ひ
か
え
て
、
後

気
丹
後
岡
市
鳳
離
が
多
〈
な
号
ま
す
。

認
知
刈
同
同
、
後
会
か
つ
大
mw
に

緩
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
東
京
電
力
℃
対
、
後

気
を
安
全
間
関
訓
刊
に
崎
明
う
た
め
に
、

途
端
雨
傘
や
移
動
総
務
所
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

お
出
申
込
み
下
苦
い
@
然
災
が

お
う
か
が
い
い
た
し
ま
す
a

お
然
組
鴨
川
い
ご
利
用
下
さ
い
。

然
欲
割
地
力
検
営
業
所
。
耐
間
七

(
六
回
)

む
外
務
す
る
節
、
ね
る
前
は
、

ガ
ス
畿
日
常
的
栓
は
も
ち
ろ
ん
、

一
沌
栓
も
薙
か
め
ま
し
ょ
う
。

・0
コ
ム
ホ

i
ス
は
、
第
四
闘
に
と

り
か
え
、
バ
に
一
俊
一
括
、
祭

礼
的
そ
う
と
を
し
ま
し
ょ
ラ

e

vも
し
も
の
姥

む
ず
ス
も
れ
が
為
っ
た
降
、
火

釘
品
者
噛
端
、
ヮ
ざ
け
、
一
指
栓
ボ
ン

ベ
を
線
的
、
部
屋
を
期
間
け
波

ち
、
す
ぐ
に
販
世
知
数
縫
い
日
議

るr:>/~品全〉ι

熟設 ~!V か
も』を

機
り
ぬ
め
く
る
季
節
に
な
り
可
制
臨
終
品
開
」
と
「
写
真
撮
続
を

ま

し

た

。

す

る

場

所

L

を
釣
り
ま
し
た
£

時
昨
年
と
同
と
議
潟
明
、
‘

y
F

島
幸
た
も
…
度
「
か
も
」
を

も
い
の
終
づ
け
を
い
た
し
ま
す
c

実
際
に
閑
却
に
事
ま
せ
ん
か
・
ご

今
相
ザ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
級
制
問
〈
だ
普
い
e

に
協
で
時
見
、
親
し
み
、
か
わ
い
(
野
鳥
を
守
品
会
〉

が
っ
て
も
ら
お
う
と
、
本
魚
崎
的

の生手 久Z認?な議ぞ持2Lポ
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蓋

童
歪

霊
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と -…た日 i
めl!iIえいとま島が議
て然~ :1'な合字本喜
おみニプミりは B 護
I:fj 1::ミ〈ま、お芸

(しな(ボすいよ主
主賓〈り 可 絵 。 ず び 芸
議だ 、最王寺脅しれ然重
傷害次紛)はも認量
生い1jjJ-だ ‘望選 iニ芸
録。 lエiま It燃詩さ話芸
) ま‘でえ絞っ

f治、
十
二
n
月
二
十
九
時
か
品
、
来

年
一
月
七
円
悶
ま
で
の
側
関
に
‘
潟

水
一
棋
仏
蹴
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

次
的
支
敏
活
に
ご
連
絡
下
幸
い
。

〈
水
叫
域
紛
」
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121129野 島羽俊之、玉E野官能機 共栄選定{露、皇室 tll総{鴇

12月30日 我孫子総i語、寺尾水i膜 岩井縫製襲、中野主主f韓

12丹31皆 嶺岸設持者、かくみや，*滋 主査辺管コ二、木村水遊

1丹1日 神保設媛、総務設構|成鳥議議、検診浴後

1 Jl 2日 ?資金主総合、設置減量生{藷 絞殺{得、線本工業

11l3B 長革協号まヱ‘ヨii縫営誌替差マ共事持主主{簡、戎tll重量1需

1月4日 我係予量生f輩、寺E塾水滋 空き井電機、中野量生f輔

1耳5詩 : 議態露支f襲，~， (みや水滋 渡辺智ごに‘木村本J藍

'c 成鳥設機、渋谷電機1丹6詩 神田設備、控室守主主主i藷

1 f17日 渋谷総合、務JIl設備 広務室主媛、争議本工業

怒
る
米
・
年
始
の
コ
ミ
的
収
柑
綱

引
日
制
百
四
辻
、
次
的
と
お
号
明
、
十
@

官
十
二
月
一
一
十
八
日
ま
で

平
常
透
り

んM
十
一
一
関
月
食
一
十
九
日
i
ゴ
バ
附
悶

日

収

地

慨

は

品

格

み

合
一
月
六
尽
か
ら
平
常
通
号

十
…
…
月
二
十
九
円
口
か
ら
一
月

五
百
ま
で
の
開
問
辻
、
ゴ
ミ
〈
一
叫

馳勤務
a

不
燃
物
品
問
)
を
線
機
所

に
、
絶
対
に
山
山
替
な
い
で
く
だ

さ
い
。ま

た
、
十
二
月
二
十
九
詩
的

不
燃
物
収
集
(
棚
開
化
合
ん
も

γ悶同)

辻
、
十
一
一
柑
月
一
一
十
八
日
に
、
一

旬
月
一
日
・
一
コ
E
・
五
百
円
不
榊
刷

物
的
収
議
は
、
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
的
守
、
次
郎
ま
で

持
設
し
て
〈
だ
さ
い
e

ど
う
し
て
も
プ
ミ
、
で
お
国
閥
抗
ツ

の
カ
は
、
お
佐
浅
間
様
相
続
立
総

に
白
か
ら
選
ん
で
〈
だ
さ
い
会

役
楽
隊
燃
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
閥
均
ま
で
で
す
。

党
号
十
二
月
十
六
日
特
例
円
二

潟
、
表
と
表
ふ
と
め
織
で
吋
収
幾

部
署
市
本
煙
恒
宇
品
開
に
お
け
る
約
係

輪
開
一
昨
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
窓

会
…
品
取
締
間
燦
州
制
緩

十
一
一
週
一
十
一
一
石
ま
で
と
、

…

n十
三
日
か
ら

官
乳
幼
泥
抽
出
綾
籾
絞

十
何
一
例
月
二
十
五
日
ま
で
と
、

一
月
コ
十
二
日
か
ら

A
M
機
管
制
相
談

十
二
月
十
八
詩
ま
マ
在
、

一
月
一
…
十
眠
か
ら

合
絞
殺
物
受
付

十
品
一
月
一
一
十
一
一
…
釘
ま
で
と
、

一
口
付
↓
八
畏
か
ら

官
不
問
消
火
絞
綴

十
4
J
月
二
十
六
日
ま
で
と
、

一
月
八

B
か
ら

く
わ
し
〈
法
、
品
問
問
附
酬
問
所

大杉鍛20年ぶりに再開争 12月の続 殺噌 行政相職

人権擁瀧棉競
神輿をかっぐ人各

謀議します

臨定資産税の第3期分です
去を言己・戸線・図案審・然露呈・格統など、

今月の出張後紋i土、 2えのどおり行ない
心燃ごとが 為号ま Lたら、この機会{とそf

入会申込l土、飯田蹴本眉()ニ李総務下さい。
ますのでご豹IJmくだきい。

(82)0624・持く垣本 j苫(82)0013
12月25日(水〉

午持寄脅 E李総分~午後 4時

。Eミ善寺

12)'j17(火)公El葉書
契機命・ぬ祉 センター@場所

まきや(82)0028. ~務擦 (82)∞14午前・10時~午後 3善寺

我議子ふるさと会
支 昇長女主暴露持布 役

※季誌は毛えたちの主主t還を司足る〈綴かにする

ための燃ですc

1耳 19日(罷〉です権長選挙は

963 




